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　今回は、３月２日羽村市議会で鈴木たくや議員がお

こなった一般質問のうち、小中学校での保護者負担軽

減についての質問の内容をお伝えします。

日本共産党羽村市委員会は、以下の報道をおこないました。

★無料法律相談のお知らせ
４月１３日(火)午前10時からです。

事前に予約が必要です。お気軽にご連絡ください。

・中原まさゆき　５５４－１１６３、市川英子　５５４－１

１４０、鈴木たくや　０８０－１０５８－９４５０

小中学校での保護者負担軽減を３月
市議会

３日午後３時半

ごろから（予定）

日本共産党市議団の一般質問

●鈴木たくや議員（２日午後３時半頃～）

①小中一貫教育について問う

　教育委員会が実施を決定した小中一貫教育について、

保護者、教員に理解される計画となるよう、質問します。

②２学期制について見直しを

　２学期制を実施後、元の３学期制に戻す自治体が増え

ています。それらの実態を示しながら、羽村の２学期制

について質問します。

③小中学校での保護者負担軽減を

　「義務教育は無償」との原則ですが、実態は違ってい

ます。保護者負担を軽減すべきとの立場から質問します。

●中原雅之議員（３日午前１１時頃～）

①米軍横田基地について

　横田基地への自衛隊の移駐、訓練、基地外居住、犯罪

などの実態を質しながら、基地返還に向けた努力を求め

ます。

②羽村駅西口土地区画整理事業について

　事業の経費見通し、住民が支払う精算金などについて

質しながら、財政が厳しい今こそ、事業を一時停止し、

必要最小限の整備計画を考えるべきとの立場から質問し

ます。

鈴木

　憲法２６条で義務教育の無償化が掲げられています。し

かし、実際には、小学校、中学校でもかなりの父母負担が

あります。無償であるのは、授業料、教科書だけであって、

個人が負担するものには、給食費、文房具、国語辞典、地

図帳、縦笛、水彩用具、裁縫用具、運動着、制服など多く

のものがあります。

　東京都教育委員会が発表している全都のデータでは、平

成１６年度と２０年度を比較すると、小学校でプラス２,

９７０円、中学校ではプラス１,７０７円保護者負担が増

えています。

　不況の影響で、子育て世帯の経済状況もたいへんきびし

くなっています。小中学校における保護者負担を軽減する

ことを求める立場から、質問します。

　小･中学校での保護者負担金はどのような状況になってい

ますか？

教育長

　現在、義務教育において無償とされているのは授業料と

教科書用図書であり、それ以外の教育活動に要する経費は、

学校徴収金として、本来、保護者が負担をすることとなっ

ております。

 こうした受益者負担金について、市では、保護者の負担軽

減を図るため、小学校入学時の学童帽などの支給、防犯ブ

ザーの貸与をはじめ、副教材費や移動教室、修学旅行の費

用の一部などの補助を行っているところです。

 お尋ねの保護者負担金の状況ですが、市が実施する保護者

負担軽減策による補助以外に、平成20年度に各学校が保護

者から徴収した額を平均でお答えいたしますと、小学校では、

年間で、1年生が約3,800円、2年生は約3,400円、3年生

は約5,900円、4年生は約7,800円、5年生は約16,600円、

6年生は約44,000円となっています。

　また、中学校では、1年生が約39,000円、2年生は約

9,700円、3年生は約58,000円となっています。

充実した内容であると考えております。教育委員会といた

しましては、現段階ではさらに強化する考えはありません。

副教材費への補助金を１０％カットす
る予算が可決
　　　共産党市議団は予算修正案を提案

　質問をつうじて、小中学校でも、上級生になるとかなり

のお金が必要となっていることが明らかになりました。

　ところが、来年度予算においては、保護者負担軽減策の

一つである「副教材費」を１０％削減することが先日の議

会で決められてしまいました。保護者負担が増すことにつ

ながり、教育での保護者負担を軽減する流れに逆行します。

　共産党羽村市議団は他会派の協力も得て、羽村駅西口区

画整理予算を圧縮しながら、副教材費の１０％カットを見

直すなどの予算修正提案をおこないました。ひき続き、市

民負担の軽減にむけて積極的提案を行います。

鈴木

　保護者の負担軽減策を強化すべきと考えるがどうですか？

教育長

　羽村市の保護者負担軽減施策については、26市の中でも

日本共産党

羽村民報原稿　２０１０年３月２８日号

＜大見出し＞
小中学校での保護者負担軽減を

＜リード＞
　今回は、３月２日羽村市議会で鈴木たくや
議員がおこなった一般質問のうち、小中学校
での保護者負担軽減についての質問の内容を
お伝えします。

鈴木

　憲法２６条で義務教育の無償化が掲げられ
ています。しかし、実際には、小学校、中学
校でもかなりの父母負担があります。無償で
あるのは、授業料、教科書だけであって、個
人が負担するものには、給食費、ノート、鉛
筆、消しゴム、習字用具、国語辞典、地図帳
、縦笛、水彩用具、裁縫用具、水泳着、運動
着、制服など多くのものがあります。
　東京都教育委員会が発表しているデータで
は、平成１６年度と２０年度を比較すると、
小学校でプラス２９７０円、中学校ではプラ
ス１７０７円保護者負担が増えています。
　市民からも「高校、大学と負担に行けばも
っと増えるのだろうけれども、小、中学校で
も結構、負担は大きいものがある」との声を
聞きます。
　不況の影響で、子育て世帯の経済状況もた
いへんきびしくなっています。子育てに関す
る経済的負担を減らすことが国もふくめて政
治の大きなテーマとなっている今、小中学校
における保護者負担を軽減することを求める
立場から、就学援助の制度もふくめて質問し
ます。
小･中学校での保護者負担金はどのような状
況になっているか。

教育長

　現在、義務教育において無償とされている
のは授業料と教科書用図書であり、それ以外
の教育活動に要する経費は、学校徴収金とし
て、本来、保護者が負担をすることとなって
おります。
こうした受益者負担金について、市では、保
護者の負担軽減を図るため、様々な施策を行
っております。具体的には、小学校入学時の
学童帽などの支給、防犯ブザーの貸与をはじ
め、副教材費や移動教室、修学旅行の費用の
一部などの補助を行っているところです。

そこで、お尋ねの保護者負担金の状況ですが
、市が実施する保護者負担軽減策による補助
以外に、平成20年度に各学校が保護者から徴
収した額を平均でお答えいたしますと、教育
活動などの内容により学年によって差があり
ますが、小学校では、年間で、1年生が約
3,800円、2年生は約3,400円、3年生は約
5,900円、4年生は約7,800円、5年生は約
16,600円、6年生は約44,000円となっていま
す。

また、中学校では、1年生が約39,000円、2年
生は約9,700円、3年生は約58,000円となって
います。

鈴木　保護者の負担軽減策を強化すべきと考
えるがどうか。

教育長
　羽村市の保護者負担軽減施策については、
26市の中でも充実した内容であると考えてお
ります。特に修学旅行の参加費補助は小学校
で８千円、中学校で２万円と最も高い補助額
となっています。
　このように、保護者負担軽減施策全体から
見ますと、他市と比較しても上位にあること
から、教育委員会といたしましては、現段階
ではさらに強化する考えはありません。

解説
　鈴木議員の一般質問に対する教育長の答弁
は以上のとおりで、羽村市は他市とくらべて
も手厚い補助を出しているというものでした
。
　ところが、来年度予算においては、保護者
負担軽減策の一つである「副教材費」を１０
％削減する提案がなされています。補助金を
減らしても、教材の内容を精査して安価にお
さえるから大丈夫というのが市の言い分です
。
　鈴木議員は予算特別委員会でこの点につい
て、結局、父母負担が増える結果につながり
かねないことを指摘し、「羽村市は保護者負
担額がこの間、増えているのか、減っている
のか調査しているのか？」との内容の質問を
おこないました。市の答えは「調査していな
い」という無責任なものでした。
　共産党羽村市議団は、来週おこなう予算の
組み替え提案の中で、副教材費の１０％カッ
トを見直す提案をおこなう予定です。

その他にもこの質問では、一定の収入以下の
家庭にたいしておこなっている就学援助制度
の充実、通級指導学級へタクシーで子どもを
通わせるための助成制度創設を求めました。

小中学校での学校徴収金(年額･平均）

小１ ３，８００円

３，４００円

５，９００円

７，８００円

１６，６００円

３９，０００円

９，７００円

５８，０００円

４４，０００円

小２

小３

中１

中２

中３小４

小５

小６

２２年度予算で補助金カット

小学生　年1,600円の「副教材費」補助

中学校　年2,100円の　　〃　　〃

１０％カ
ットに

これだけ
かかる

※給食費は含まれていません。


